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論壇
1

は
じ
め
に

実
質
所
得
者
課
税
の
原
則
を

規
定
す
る
所
得
税
法
12
条
の
解

釈
と
し
て
は
、
法
律
的
帰
属
説

と
経
済
的
帰
属
説
の
2
つ
の
見

解
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
説
の
う

ち
、
い
ず
れ
の
説
を
採
用
す
る

か
は
、
法
的
安
定
性
や
予
測
可

能
性
の
見
地
か
ら
法
律
的
帰
属

説
が
通
説
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
裁
判
例
の
多
く
も
、
こ
の
考

え
方
に
基
づ
く
も
の
と
さ
れ
て

い
る
1

。
一
般
に
、
資
産
の
所

有
者
は
、
そ
の
資
産
に
関
す
る

全
て
の
権
利
を
保
有
し
て
い
る

と
解
す
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地

は
な
い
。
そ
こ
で
は
、
資
産
か

ら
生
ず
る
収
益
の
帰
属
は
、
所

得
を
生
み
出
す
資
産
の
所
有
者

を
特
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
判

定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い

で
あ
ろ
う
2

。

し
か
し
な
が
ら
、
資
産
の
所

有
者
と
そ
の
資
産
の
権
利
か
ら

生
ず
る
収
益
の
法
律
上
（
私
法

上
）
の
権
利
者
が
分
離
し
て
い

る
事
案
で
は
、
資
産
か
ら
生
ず

る
収
益
の
帰
属
の
判
定
は
困
難

を
と
も
な
う
こ
と
が
少
な
く
な

い
3

。
こ
の
問
題
に
関
す
る
最

近
の
注
目
す
べ
き
裁
判
例
と
し

て
、
①
東
京
地
判
令
和
4
・
2

・
1
裁
判
所
Ｗ
ｅ
ｂ
（
令
和
2

年
（
行
ウ
）
第
2
7
1
号
、
②

大
阪
高
判
令
和
4
・
7
・
20
裁

判
所
Ｗ
ｅ
ｂ
（
令
和
3
年
（
行

コ
）
第
64
号
）
が
あ
る
。
本
稿

は
、
こ
れ
ら
の
裁
判
例
を
素
材

に
資
産
の
所
有
者
と
そ
の
資
産

の
権
利
か
ら
生
ず
る
収
益
の
法

律
上
（
私
法
上
）
の
権
利
者
が

分
離
し
て
い
る
事
案
に
お
い

て
、
そ
の
収
益
が
誰
に
帰
属
す

る
の
か
、
と
い
う
所
得
の
人
的

帰
属
の
判
断
基
準
の
問
題
を
考

察
す
る
こ
と
と
す
る
。

2

資
産
の
所
有
者
と
そ
の
資
産
の
権
利

か
ら
生
ず
る
収
益
の
法
律
上
（
私
法

上
）
の
権
利
者
が
分
離
し
て
い
る
場
合

の
収
益
の
帰
属

こ
こ
で
は
、
ま
ず
前
掲
東
京

地
判
令
和
4
・
2
・
1
（
バ
ー

ク
レ
イ
ズ
銀
行
事
件
）
を
検
討

す
る
。
本
件
は
、
英
国
に
所
在

す
る
外
国
法
人
Ｘ
社
が
、
関
係

者
間
と
の
各
契
約
（
以
下
「
本

件
各
契
約
」）
に
基
づ
き
、
次

の
よ
う
な
資
金
調
達
取
引
（
以

下
「
本
件
資
金
調
達
取
引
」）

を
行
っ
た
。
Ｘ
社
の
本
店
は
、

東
京
支
店
が
発
行
し
た
25
億
ポ

ン
ド
の
社
債
（
以
下
「
本
件
社

債
」）
を
引
き
受
け
、
そ
の
購

入
資
金
を
調
達
す
る
た
め
、
担

保
と
し
て
本
件
社
債
を
外
国
法

人
で
あ
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に

所
在
す
る
Ｘ
社
の
完
全
子
会
社

Ａ
社
に
譲
渡
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
し
て
Ａ
社
は
、
本
店
に

融
資
す
る
資
金
を
調
達
す
る
た

め
、
Ｘ
社
の
従
前
か
ら
の
取
引

先
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
外
の
内
国

法
人
Ｂ
社
に
担
保
と
し
て
本
件

社
債
を
譲
渡
し
た
。
Ｂ
社
は
、

Ａ
社
に
融
資
す
る
資
金
を
、
Ｘ

社
の
英
国
子
会
社
Ｃ
社
か
ら
貸

付
け
を
受
け
る
方
法
で
調
達
し

た
。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
取
引

に
よ
り
、
本
件
社
債
の
利
子

（
以
下
「
本
件
利
子
」）
は
、

当
初
、
Ｂ
社
に
支
払
わ
れ
た
も

の
の
、
そ
の
支
払
義
務
の
名
目

を
変
え
て
、
最
終
的
に
は
、
Ａ

社
を
経
由
し
て
本
店
に
還
流
さ

れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

本
件
の
争
点
は
、
本
件
利
子

が
、
Ａ
社
に
帰
属
し
、
源
泉
所

得
税
が
課
さ
れ
る
か
ど
う
か
で

あ
る
。
前
掲
東
京
地
判
は
、
以

下
の
と
お
り
判
示
し
、
本
件
利

子
の
実
質
所
得
者
が
本
店
で
あ

る
と
認
定
し
た
。

（
Ⅰ
）「
本
件
の
課
税
物
件
で

あ
る
本
件
利
子
の
実
質
所
得
者

を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

本
件
利
子
に
係
る
経
済
的
損
益

の
帰
属
先
の
ほ
か
、
本
件
資
金

調
達
取
引
全
体
の
仕
組
み
、
本

件
資
金
調
達
取
引
に
至
る
経
緯

あ
る
い
は
関
係
者
の
認
識
、
本

件
資
金
調
達
取
引
の
実
施
状
況

な
ど
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に

考
慮
す
べ
き
も
の
と
解
さ
れ

る
。」

（
Ⅱ
）「
本
件
資
金
調
達
取
引

は
、
…
Ａ
社
や
Ｂ
社
の
財
務
状

況
に
は
一
切
悪
影
響
を
与
え

ず
、
一
定
の
手
数
料
収
入
の
み

を
取
得
さ
せ
る
こ
と
を
不
可
欠

の
要
素
と
し
て
い
た
こ
と
、
本

件
各
契
約
の
関
係
者
の
財
務
諸

表
に
お
い
て
も
、
本
件
社
債
及

び
本
件
利
子
に
つ
い
て
は
本
店

の
資
産
又
は
収
益
と
し
て
計
上

さ
れ
、
Ａ
社
の
資
産
又
は
収
益

と
し
て
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。」

「
Ａ
社
に
つ
い
て
は
、
Ｘ
社
の

完
全
子
会
社
と
い
う
立
場
の

下
、
日
本
の
会
計
基
準
と
の
関

係
に
お
い
て
、
本
件
資
金
調
達

取
引
が
Ｂ
社
に
お
い
て
パ
ス
・

ス
ル
ー
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る

よ
う
な
仕
組
み
と
す
る
た
め
の

い
わ
ば
手
段
（
導
管
）
と
し
て

本
件
資
金
調
達
取
引
に
関
わ
る

こ
と
と
な
っ
た
。」

（
Ⅲ
）「
本
件
資
金
調
達
取
引

に
お
い
て
は
、
本
件
利
子
に
係

る
収
益
を
含
む
本
件
社
債
等
に

関
す
る
経
済
的
な
損
益
に
つ

き
、
法
的
な
権
利
義
務
関
係
を

通
じ
て
、
最
終
的
に
本
店
に
帰

属
す
る
と
い
う
仕
組
み
を
採
用

し
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
、
本
件

社
債
等
に
係
る
損
益
を
全
て
本

店
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
本
件

資
金
調
達
取
引
を
実
施
す
る
不

可
欠
の
要
素
で
あ
る
こ
と
は
、

本
件
資
金
調
達
取
引
を
行
う
関

係
者
間
に
お
け
る
一
貫
し
た
共

通
認
識
で
あ
っ
て
、
本
件
資
金

調
達
取
引
の
実
際
の
実
施
状
況

も
こ
れ
に
沿
う
形
で
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

か
か
る
本
件
利
子
の
経
済
的

損
益
の
帰
属
先
も
含
め
た
本
件

資
金
調
達
取
引
の
仕
組
み
、
本

件
資
金
調
達
取
引
に
至
る
経
緯

あ
る
い
は
関
係
者
の
認
識
、
本

件
資
金
調
達
取
引
の
実
施
状
況

に
鑑
み
れ
ば
、
本
件
利
子
に
係

る
収
益
に
つ
い
て
は
、
実
質
的

に
本
店
が
支
配
す
る
も
の
で
あ

り
、
Ｂ
社
あ
る
い
は
Ａ
社
が
当

該
収
益
を
支
配
す
る
も
の
で
は

な
い
と
い
う
の
が
、
本
件
資
金

調
達
取
引
の
関
係
者
間
の
真
実

の
法
律
関
係
で
あ
る
と
認
め
る

の
が
相
当
で
あ
り
、
本
店
が
本

件
利
子
の
実
質
所
得
者
で
あ
る

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

3

資
産
の
権
利
か
ら
生
ず
る
収
益
の
帰

属
の
判
断
基
準

上
記
の
と
お
り
、
前
掲
東
京

地
裁
は
、
社
債
の
利
子
に
係
る

収
益
の
帰
属
を
判
断
す
る
に
あ

た
り
「
支
配
」
と
い
う
基
準
を

用
い
た
上
で
、
本
店
に
社
債
の

利
子
が
帰
属
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
（
判
旨
（
Ⅲ
））。
そ

こ
で
は
、
支
配
の
認
定
に
あ
た

り
、
本
件
利
子
の
収
益
に
係
る

権
利
を
保
持
し
、
ま
た
本
件
社

債
に
係
る
リ
ス
ク
を
負
担
し
て

い
る
の
は
誰
で
あ
る
の
か
と
い

う
点
に
つ
き
、
所
得
の
人
的
帰

属
の
考
慮
要
素
と
し
て
重
視
す

べ
き
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
も

の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う（
判
旨

（
Ⅱ
））。

次
に
、
前
掲
東
京
地
判
と
同

様
に
、
所
有
者
と
収
益
の
法
律

上
（
私
法
上
）
の
権
利
者
が
分

離
し
て
い
る
事
案
と
し
て
前
掲

大
阪
高
判
令
和
4
・
7
・
20
が

あ
る
。
本
件
は
、
土
地
の
所
有

権
に
基
づ
き
不
動
産
賃
貸
事
業

を
営
ん
で
賃
料
収
入
を
取
得
し

て
い
た
父
親
が
、
そ
の
子
ら
に

当
該
土
地
を
使
用
貸
借
し
た

後
、
法
定
果
実
の
収
取
を
承
諾

し
、
そ
の
事
業
を
そ
の
子
ら
に

承
継
さ
せ
た
事
案
で
あ
り
、
そ

の
土
地
か
ら
生
ず
る
賃
料
収
入

が
誰
に
帰
属
す
る
の
か
が
問
わ

れ
た
。
前
掲
大
阪
高
判
は
、
結

論
と
し
て
、
父
親
が
土
地
の
法

定
果
実
収
取
権
の
付
与
を
継
続

し
て
い
た
こ
と
自
体
、
所
有
権

者
と
し
て
享
受
す
べ
き
収
益

を
、
子
ら
に
自
ら
無
償
で
処
分

し
た
結
果
で
あ
る
と
評
価
で
き

る
と
し
て
父
親
が
そ
の
収
益
を

支
配
し
て
い
る
と
判
示
し

た
4

。注目
す
べ
き
こ
と
は
、
大
阪

高
裁
も
、
前
掲
東
京
地
判
と
同

様
に
、
支
配
と
い
う
概
念
を
用

い
た
上
で
、
そ
の
認
定
に
あ
た

っ
て
は
、「
法
定
果
実
収
取

権
」
に
係
る
収
益
を
実
質
的
に

保
持
し
て
い
る
の
は
誰
で
あ
る

の
か
、
不
動
産
賃
貸
事
業
に
係

る
リ
ス
ク
を
実
質
的
に
負
担
し

て
い
る
の
は
誰
で
あ
る
の
か
と

い
う
点
を
、
所
得
の
人
的
帰
属

の
判
断
要
素
と
し
て
重
視
す
べ

き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と

で
あ
ろ
う
5

。

4

ア
メ
リ
カ
連
邦
所
得
税
法
に
お
け
る

所
得
の
人
的
帰
属
の
議
論

ア
メ
リ
カ
で
は
、
所
得
の
人

的
帰
属
を
め
ぐ
り
、（
ⅰ
）
財

産
か
ら
生
ず
る
所
得
は
そ
の
所

有
者
に
帰
属
し
、（
ⅱ
）
人
的

サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
所
得
は
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
者
に
帰
属
す

る
と
い
う
原
則
が
承
認
さ
れ
て

い
る
6

。
1
9
4
0
年
に
連
邦
最
高
裁

Ｈ
ｏ
ｒ
ｓ
ｔ
事
件
判
決
は
7

、

社
債
の
所
有
者
で
あ
る
父
親
が

そ
の
子
に
償
還
期
限
前
の
利
札

を
切
り
離
し
、
贈
与
し
た
事
案

に
お
い
て
、
結
論
と
し
て
「
所

得
の
源
泉
を
所
有
又
は
支
配
し

て
い
る
者
が
、
自
ら
受
領
す
る

こ
と
の
で
き
る
所
得
の
処
分
を

支
配
し
、
自
ら
の
欲
求
を
満
た

す
た
め
の
手
段
と
し
て
、
そ
の

所
得
を
他
者
に
処
分
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、

前
掲
大
阪
高
判
と
同
様
に
、
所

得
の
源
泉
を
支
配
し
、
そ
の
所

得
を
処
分
し
た
父
親
に
社
債
の

利
子
が
帰
属
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

同
様
に
、
権
利
の
分
離
の
事

案
と
し
て
、
1
9
4
8
年
に
連

邦
最
高
裁
Ｓ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
事
件

判
決
は
8

、
発
明
の
特
許
権
者

で
あ
る
夫
が
、
自
ら
代
表
取
締

役
を
務
め
る
Ｓ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
社

と
の
間
で
特
許
権
の
使
用
許
諾

に
基
づ
く
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を

締
結
し
、
そ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契

約
に
お
け
る
全
て
の
権
利
、
権

原
、
及
び
権
益
を
、
妻
に
無
償

に
よ
り
譲
渡
し
た
事
案
に
お
い

て
、
夫
が
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約

を
妻
に
譲
渡
し
た
後
も
、
そ
の

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に
係
る
広
範

な
支
配
力
を
行
使
で
き
る
立
場

に
あ
っ
た
と
認
定
し
、
夫
に
使

用
料
が
帰
属
す
る
と
し
た
。
以

上
の
と
お
り
、
Ｓ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ

事
件
判
決
は
、「
資
産
又
は
権

利
の
譲
渡
者
は
、
譲
渡
資
産
や

そ
の
所
得
の
受
領
に
つ
き
、
課

税
上
、
所
得
の
帰
属
者
と
し
て

取
り
扱
う
こ
と
が
合
理
的
で
あ

る
よ
う
な
十
分
な
権
原
及
び
支

配
力
を
保
持
し
て
い
る

（re
ta
in
s
su
ffic
ie
n
t

pow
er
an
d
con
trol

）
」

と
い
う
こ
と
が
所
得
の
人
的
帰

属
の
重
要
な
考
慮
要
素
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

5

お
わ
り
に

資
産
の
所
有
者
と
当
該
資
産

の
権
利
か
ら
生
ず
る
収
益
の
法

律
上
（
私
法
上
）
の
権
利
者
が

分
離
し
て
い
る
事
案
で
は
、
そ

の
資
産
か
ら
生
ず
る
収
益
が
誰

に
帰
属
す
る
の
か
と
い
う
判
定

は
、
困
難
を
来
す
場
合
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
所
得
の
人
的

帰
属
に
関
す
る
判
断
基
準
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
そ
の
た
め
に
は
、
真
実
の

法
律
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
資
産
か
ら
生

ず
る
収
益
を
実
質
的
に
支
配
す

る
の
は
誰
で
あ
る
の
か
、
そ
の

資
産
の
収
益
の
権
原
を
十
分
に

保
持
し
、
そ
の
収
益
に
関
す
る

リ
ス
ク
を
負
担
す
る
の
が
誰
で

あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
を
法

的
実
質
に
即
し
て
判
断
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

1

金
子
宏
『
租
税
法
理
論
の
形

成
と
解
明
（
上
）』
5
2
6
頁

〜
5
2
7
頁
、
水
野
忠
恒
『
大

系
租
税
法
4
版
』
3
8
5
頁
、

田
中
治
「
所
得
の
人
的
帰
属

の
判
断
基
準
」
同
志
社
法
学

72
巻
7
号
2
0
8
9
頁
、
佐

藤
英
明
「
所
得
の
人
的
帰
属

を
め
ぐ
る
裁
判
例
の
概
観
」

税
務
事
例
研
究
1
4
9
号
26

頁
。

2

S
tan
ley
S
.
S
u
rrey
, 33

C
olu
m
,
L
.
R
ev

（19
3
3

）

at 791‐ 798
.

3

藤
谷
武
史
「
所
得
課
税
に
お

け
る
法
的
帰
属
と
経
済
的
帰

属
の
関
係
・
再
考
」金
子
宏
ほ

か
編『
租
税
法
と
市
場
』1
8

4
頁
、
田
中
晶
国
『
所
得
の

帰
属
法
理
の
分
析
と
展
開
』。

4

首
藤
重
幸
〔
判
批
〕
税
研
3

9
巻
1
号
1
0
2
頁
、
阿
部

雪
子
・
速
判
解
〔
法
セ
増
刊
〕

3
2
号
2
4
5
頁
。

5

阿
部
雪
子
・
ジ
ュ
リ
1
5
9

2
号
（
2
0
2
4
・
1
）
1

4
7
頁
。

6

H
.R
.R
e
p
.N
o
. 5
8
6
,

C
o
m
m
ittee

o
n
W
ay
s

an
d
M
ean
s
8
2
d
C
on
g
.

1
st
S
ess,

at 33

（1951

）.

7

H
e
lv
e
rin
g
v
.H
o
rst,

311
U
.S
. 112

（1940

））.

8

C
.I.R

v
.S
u
n
n
en
, 333

U
.S
. 591

（1948

）.

所
得
の
人
的
帰
属
に
関
す
る

最
近
の
注
目
す
べ
き
裁
判
例

阿部雪子
【中央大学商学部教授】

【 5 】2024年〔令和6年〕2月1日〔木曜日〕 東 京 税 理 士 界 〔第三種郵便物認可〕 VolumeNo.805




